



























































そして彼等は、脆弱性を規定する要素として以下の 3 つを挙げた。 

































































されている(Zimmerer and Bassett 2003: 137-158)。対処の仕方は多様であるというのである。 



































































































いるというのである(Wolde Mariam1986: 11)。 
小農たちは、リスクや抑圧、搾取などのもとで自給的生産を行っているのであり、彼ら
の生産物を多くの要求者と分け合うことを強いられている。そのため、自分たちの自家消






























































































































































































































ていた。平年作でも自家消費分が不足する世帯写真 3: Y 村の穀物倉庫 
にとって、隣国の家族からの送金は不可欠なものになっていた。 




























5.3. ザンビアの C 村で考えた脆弱性 
C 村の概況については島田(2007a、2007b)について述べておいたので、ここでは C 村で
観察された脆弱性増大に関係する 2 つの事例について述べるにとどめておきたい。 
一つは C 村の東隣にあった森林保護区（ムヤマ森林保護区）への人々の流入による森林









































































































2) Bassett, T. J. and Zueli, K. B. 2003. The Ivorian savanna: Global narratives and local 
knowledge of environmental change. in (Zimmerer, K. S. and Bassett, T. J. eds. 2003: 
115-136). これはかつて AAAG に掲載された下記の論文をかなり改訂して再録したもので
ある。Bassett, T. J. and Zueli, K. B. 2000. Environmental discourses and the Ivorian 
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